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名
古
屋
市
で
は

よ
り
安
全
で
お

い
し
い
水
道
水
の
提
供
を
目
指
す
取

組
み
と
し
て

名
水
プ
ロ
ジ

ク
ト

︵
平
成



年
度
︶
日
本
一
お

い
し
い
水
プ
ロ
ジ

ク
ト
︵




年
度
︶
日
本
一
安
全
で
お
い
し
い

水
道
水
プ
ロ
ジ

ク
ト︵

年
度

︶

を
そ
れ
ぞ
れ
進
め
て
き
た

そ
の
一

環
と
し
て

当
初
か
ら
現
在
ま
で
続

け
て
い
る
施
策
が
﹁
配
水
管
内
ク
リ


ニ
ン
グ
事
業
﹂
だ


　
事
業
開
始
の
背
景
に
は

利
用
者

の
水
質
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り

と

夾
雑
物
の
流
出
に
よ
る
苦
情
の

増
加
が
あ

た

当
時

問
い
合
わ

せ
を
受
け
て
の
現
場
対
応
の
件
数
は

年
間
１
０
０
件
を
超
え

局
職
員
に

は
大
き
な
負
担
が
か
か

て
い
た
と

い
う


　
そ
こ
で
平
成

年
度
か
ら

老
朽

管
更
新
事
業
の
対
象
と
は
な

て
い

な
い
も
の
の

布
設
か
ら
一
定
期
間

が
経
過
し
た
配
水
管
に
対
す
る
管
内

ク
リ

ニ
ン
グ
を
事
業
化

不
断
水

カ
メ
ラ
で
夾
雑
物
や
付
着
物
の
状
況

を
調
査
し

結
果
に
応
じ
て
既
設
消

火
栓
を
利
用
し
た
放
水
︵
排
水
︶
洗

管

も
し
く
は
ク
リ

ニ
ン
グ
工
法

に
よ
る
洗
管
を
実
施
す
る
こ
と
に
し

た


　
使
用
す
る
工
法
は

あ
ら
か
じ
め

局
が
性
能
確
認
を
行
い

試
験
施
工

で
放
水
洗
浄
以
上
の
効
果
が
認
め
ら

れ
た
も
の
に
限
ら
れ
る

こ
の
性
能

確
認
を
最
初
に
ク
リ
ア
し
た
の
が
Ｔ

Ｓ
型
配
水
管
内
面
洗
浄
工
法
︵
Ｔ
Ｓ

洗
浄
工
法
︶
で

以
来

着
実
に
実

績
を
積
み
重
ね
て
き
た


　
同
局
は
﹁
名
古
屋
市
上
下
水
道
経

営
プ
ラ
ン
２
０
２
８
﹂
で
も
配
水
管

内
ク
リ

ニ
ン
グ
事
業
を

水
道
水

の
品
質
管
理

の
た
め
の
主
要
な
取

組
み
に
位
置
付
け

令
和
元

２
年

度
は
年
間




３

５
年
度
は

年
間



の
ク
リ

ニ
ン
グ
︵
放

水
洗
管
を
含
む
︶を
計
画
し
て
い
る


こ
の
う
ち
Ｔ
Ｓ
洗
浄
工
法
の
施
工
実

績
は
元
年
度
・
２
年
度
が
そ
れ
ぞ
れ





３
年
度
が



と
な


て
お
り

変
わ
ら
ず
重
要
な
役
割
を

果
た
し
続
け
て
い
る


　

年
以
上
に
わ
た
る
取
組
み
の
結

果

夾
雑
物
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

対
応
は
年
間

件
前
後
と

事
業
開

始
時
の
１
割
以
下
ま
で
減
少
し
た


同
局
の
担
当
職
員
は

ク
リ

ニ
ン

グ
事
業
は
﹁
目
標
耐
用
年
数
ま
で
の

間

管
内
の
状
態
を
適
切
に
保
つ
た

め
の
維
持
管
理
の
手
法
﹂
で
あ
る
と

の
認
識
を
示
し

﹁
今
後
も
計
画
的

か
つ
継
続
的
な
推
進
を
図
り

夾
雑

物
流
出
の
未
然
防
止
に
努
め

お
客

さ
ま
に
日
本
一
安
全
で
お
い
し
い
水

道
水
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
﹂
と
し
て
い
る


　
全
国
的
に
管
路
の
老
朽
化
が
進
む
中

安
全
で
安
心

な
水
道
水
の
供
給
を
継
続
す
る
た
め

既
設
管
の
適
切

な
維
持
管
理
が
重
要
性
を
増
し
て
い
る

水
質
の
維
持

と
い
う
観
点
で
は

管
内
に
堆
積
・
付
着
し

排
水
洗

管
で
は
除
去
し
き
れ
な
い
夾
雑
物
が
課
題
の
一
つ
と
な

る

そ
の
解
決
に
資
す
る
Ｔ
Ｓ
型
配
水
管
内
面
洗
浄
工

法
︵
Ｔ
Ｓ
洗
浄
工
法
︶
と

名
古
屋
市
に
お
け
る
配
水

管
内
ク
リ

ニ
ン
グ
の
取
組
み
を
紹
介
す
る


　
■
Ｔ
Ｓ
洗
浄
工
法
の

　
開
発
背
景

　
老
朽
管
に
お
い
て
は
マ
ン

ガ
ン
や
赤
錆

塗
膜
片
と
い


た
夾
雑
物
が
内
面
に
付
着

し
た
り

下
流
部
や
流
速
の

遅
い
箇
所
に
堆
積
し
た
り
す

る
こ
と
が
あ
る

こ
う
し
た

管
内
の
夾
雑
物
は

一
時
的

な
断
水
や
消
火
作
業
の
際
に

濁
水
を
引
き
起
こ
し
か
ね
な

い


　
対
策
と
し
て
は
対
象
区
間

の
流
速
を
上
げ

消
火
栓
等

か
ら
水
と
夾
雑
物
を
排
出
す

る
排
水
洗
管
が
挙
げ
ら
れ
る

が

抜
本
的
な
解
決
に
は
な

り
に
く
い

そ
こ
で
東
京
都

水
道
局
と
東
京
水
道
サ

ビ

ス
︵
当
時

現
・
東
京
水
道

株
式
会
社
︶ク
ボ
タ
の
３
者

が
共
同
開
発
に
取
り
組
み


２
０
０
５
年
に
完
成
し
た
洗

管
技
術
が
﹁
Ｔ
Ｓ
型
配
水
管

内
面
洗
浄
工
法
﹂
で
あ
る


　
■
工
法
の
概
要
・
特
徴

　
Ｔ
Ｓ
洗
浄
工
法
に
よ
る
洗

管
で
は

ナ
イ
ロ
ン
ブ
ラ
シ

の
付
い
た
洗
浄
ヘ

ド
を
管

内
で
高
速
回
転
さ
せ

内
面

に
付
着
し
た
夾
雑
物
を
こ
す

り
落
と
す

洗
浄
ヘ

ド
は

消
火
栓
用
Ｔ
字
管
か
ら
挿
入

し

高
圧
洗
浄
機
か
ら
ホ


ス
で
送
り
込
む
高
圧
水
に
よ


て
回
転
・
前
進
す
る

一

定
の
ス
ピ

ド
で
む
ら
の
な

い
洗
浄
を
行
う
た
め

ホ


ス
に
は
送
り
速
度
の
調
整
装

置
が
付
い
て
い
る

ま
た


ブ
ラ
シ
は
管
内
面
の
ラ
イ
ニ

ン
グ
表
層
部
分
に
の
み
接
触

す
る
よ
う
な
大
き
さ
・
硬
さ

に
設
計
さ
れ
て
お
り

健
全

な
管
や
ラ
イ
ニ
ン
グ
を
傷
つ

け
る
こ
と
な
く

排
水
洗
管

で
は
対
処
し
に
く
い
夾
雑
物

を
除
去
で
き
る


　
洗
浄
の
対
象
は
φ


３

５
０

の
ダ
ク
タ
イ
ル
鉄

管

塩
ビ
管

鋼
管

１
ス

パ
ン
当
た
り
の
洗
浄
距
離
は

管
路
の
形
状
に
よ

て
異
な

る
が

挿
入
口
か
ら
片
側
最

大
２
０
０


両
側
を
洗
浄

す
る
場
合
は
最
大
４
０
０


と
な
る


　
洗
浄
に
当
た

て
土
木
工

事
を
行
う
必
要
は
な
く

使

用
機
材
も
一
般
的
な
車
両
で

運
搬
で
き
る

洗
浄
時
間
は

１
ス
パ
ン
当
た
り
断
水
か
ら

洗
浄
・
排
水
・
通
水
再
開
ま

で
を
約
６
時
間
で
完
了
す
る

こ
と
が
で
き
る


　
■
施
工
品
質
の
担
保

　
Ｔ
Ｓ
洗
浄
工
法
の
確
立
と

と
も
に

そ
の
普
及
と
技
術

向
上
を
目
的
と
し
て
設
立
さ

れ
た
﹁
管
路
リ
フ
レ

シ


工
法
研
究
会
﹂
は

施
工
品

質
を
維
持
す
る
た
め
に
﹁
技

術
講
習
会
﹂﹁
実
現
場
で
の

指
導
﹂
と
い
う
２
段
階
の
技

能
修
得
制
度
を
設
け
て
い

る

技
術
講
習
会
は
施
工
に

関
す
る
基
本
的
な
知
識
と
洗

浄
方
法
の
習
得
を
目
的
と
し

た
も
の
で

Ｔ
Ｓ
洗
浄
工
法

採
用
事
業
体
か
ら
の
要
請
を

も
と
に
開
催
さ
れ
る

実
現

場
で
は
施
工
条
件
を
踏
ま
え

た
技
術
指
導
を
行
い

所
定

の
技
能
を
修
得
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
す
る


　
昨
年

月
に
は
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
中
断
さ
れ
て
い
た

技
術
講
習
会
が
４
年
ぶ
り
に

開
か
れ

施
工
手
順
な
ど
の

講
義
と
実
習
が
行
わ
れ
た


実
習
で
は
仮
設
水
槽
と
模
擬

配
管
を
使

た
洗
浄
の
ほ

か

実
技
を
通
じ
て
夾
雑
物

の
回
収
方
法

管
内
カ
メ
ラ

の
取
り
扱
い
な
ど
を
学
ん

だ


　
■
維
持
管
理
の
時
代
に

　
２
０
０
５
年
以
来
の
採
用

事
業
体
は
全
国
で
約


総

洗
浄
距
離
は
約
３
７
０



︵
昨
年
３
月
末
時
点
︶
に
及

ぶ

各
事
業
体
が
管
路
の
耐

用
年
数
を
伸
ば
す
中

安
全

で
安
心
な
水
供
給
を
更
新
時

期
ま
で
確
実
に
維
持
す
る
た

め

Ｔ
Ｓ
洗
浄
工
法
の
さ
ら

な
る
活
用
が
期
待
さ
れ
る


北
海
道
大
学
大
学
院
工
学
研
究
院
の
松
井

佳
彦
教
授
の
最
終
講
義
が
２
月

日

同
大

学
工
学
部
フ
ロ
ン
テ

ア
応
用
科
学
研
究
棟

で
行
わ
れ

北
海
道
内
外
か
ら
１
０
２
人
が

聴
講
に
訪
れ
た

３
月
末
で
松
井
教
授
が
退

官
を
迎
え
る
こ
と
か
ら

同
大
学
の
松
下
拓

准
教
授

白
崎
伸
隆
准
教
授
が
企
画
し
た
も

の
最

終
講
義
の
テ

マ
は
﹁
浄
水
処
理
と
水

道
水
質
基
準

研
究
を
振
り
返

て
﹂
松

井
教
授
は

卒
業
論
文
か
ら
ス
タ

ト
し
た

﹁
砂
ろ
過
に
よ
る
鉄
・
マ
ン
ガ
ン
除
去
﹂
を

皮
切
り
に

岐
阜
大
学
と
北
海
道
大
学
で
の

主
な
研
究
成
果
に
つ
い
て

当
時
の
思
い
や

裏
話
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
紹
介
し
た


教
員
と
し
て
は
﹁
わ
か

た
気
に
さ
せ
る

の
で
は
な
く
わ
か

て
も
ら
う
こ
と
﹂を
信

念
に
講
義
を
行

て
き
た
と
力
を
込
め
た


ま
た

Ｗ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ

Ｒ
ｅ
ｓ
ｅ
ａ
ｒ
ｃ

ｈ
誌
の
編
集
委
員
を
務
め
た
経
験
か
ら

近

年
の
日
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
低
下
に
つ
い
て
警

鐘
を
鳴
ら
し
つ
つ
も

若
い
世
代
の
研
究
者

に
対
し

﹁
自
由
に
や

て
ほ
し
い

き


と
そ
れ
が
糧
に
な
る
﹂と
エ

ル
を
送

た


講
義
後

松
井
教
授
は
﹁
研
究
者
と
し
て

何
か
を
残
す
と
い
う
こ
と
は
難
し
い

私
も

何
か
残
せ
て
い
た
ら
嬉
し
い
﹂
と
コ
メ
ン
ト

し
た


松
井
教
授
は

昭
和

年
３
月
に
北
海
道

大
学
工
学
部
衛
生
工
学
科
を
卒
業

同
大
学

大
学
院
工
学
研
究
科
衛
生
工
学
専
攻
修
士
課

程
修
了
後

北
海
道
大
学
助
手

岐
阜
大
学

助
教
授
同
大
学
教
授
を
経
て
平
成


年
５
月
よ
り
北
海
道
大
学
教
授


専
門
は
水
環
境
工
学
水
処
理
工
学


上
水
道
工
学

平
成

年
度
に
は

﹁
微
粉
炭

高
塩
基
度
凝
集
剤

膜

分
離
浄
水
シ
ス
テ
ム
の
開
発
﹂
で
文

部
科
学
大
臣
表
彰
科
学
技
術
賞
を
受

賞

令
和
元
年
６
月

３
年
６
月
ま

で
日
本
水
環
境
学
会
の
会
長
を
務
め

た

ま
た

厚
生
労
働
省
の
水
質
基

準
逐
次
改
正
検
討
会
の
ほ
か

環
境

省
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
対
す
る
総
合
戦
略

検
討
専
門
家
会
議

Ｗ
Ｈ
Ｏ
飲
料
水

水
質
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
専
門
家
会
合
な

ど
で
委
員
等
を
務
め
た


栗
本
鐵
工
所
︵
４
月
１
日

付
︶︻

組
織
変
更
︼
農
水
営
業

部
を﹁
開
発
統
括
本
部
﹂に
昇

格
・
改
称
し
開
発
営
業
部
を

新
設
し

海
外
部
を
移
設
▽

パ
イ
プ
ソ
リ


シ

ン
統

括
部
を
廃
止
し
﹁
Ｐ
Ｐ
Ｐ
統

括
本
部
﹂と﹁
管
路
ソ
リ



シ

ン
部
﹂
を
設
置
▽
Ｐ
Ｐ

Ｐ
統
括
本
部
に
﹁
Ｐ
Ｐ
Ｐ
工

事
部
﹂﹁
Ｐ
Ｐ
Ｐ
推
進
部
﹂を

新
設
▽
Ｐ
Ｐ
Ｐ
工
事
部
に


﹁
東
部
Ｄ
Ｂ
工
事
グ
ル


プ
﹂﹁
西
部
Ｄ
Ｂ
工
事
グ
ル


プ
﹂﹁
管
路
調
査
グ
ル

プ
﹂

を
設
置
▽
Ｐ
Ｐ
Ｐ
推
進
部

に
﹁
東
部
営
業
・
技
術
グ
ル


プ
﹂﹁
西
部
営
業
・
技
術
グ

ル

プ
﹂﹁
Ｐ
Ｐ
Ｐ
管
理
グ

ル

プ
﹂
を
設
置
▽
管
路
ソ

リ


シ

ン
部
に

﹁
東

部
設
計
グ
ル

プ
﹂﹁
西
部

設
計
グ
ル

プ
﹂﹁
東
部
配

管
技
術
グ
ル

プ
﹂﹁
西
部

配
管
技
術
グ
ル

プ
﹂﹁
開

発
グ
ル

プ
﹂
を
設
置

︻
人
事
異
動
︼パ
イ
プ
シ
ス

テ
ム
事
業
部
副
事
業
部
長


パ
イ
プ
シ
ス
テ
ム
事
業
部
経

営
会
議
︿
執
行
役
員
﹀

開

発
統
括
本
部
長

北
海
道
管

材
出
向
︿
取
締
役
﹀
︵
パ
イ

プ
シ
ス
テ
ム
事
業
部
東
部
営

業
部
長

パ
イ
プ
シ
ス
テ
ム

事
業
部
経
営
会
議
︿
経
営

役
﹀
農
水
営
業
部
長
北
海

道
管
材
出
向
︿
取
締
役
﹀
︶

栗
本
健
▽
同
事
業
部
業
務
部

長

ヤ
マ
ト
ガ
ワ
出
向
︿
取

締
役
﹀
成
長
戦
略
推
進
室


Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進

会
議
︵
同
事
業
部
西
部
営
業

部
長
︶
玉
置
健
▽
同
事
業
部

業
務
部
企
画
グ
ル

プ
長


ゼ
ン
テ

ク
出
向
︿
監
査

役
﹀

日
本
カ
イ
ザ

出
向

︿
監
査
役
﹀

Ｉ
Ｃ
Ｔ
委
員

会
︵
総
合
企
画
室
管
理
グ
ル


プ
長

ゼ
ン
テ

ク
出
向

︿
監
査
役
﹀

日
本
カ
イ
ザ


出
向
︿
監
査
役
﹀

Ｉ
Ｃ

Ｔ
委
員
会
︶
村
松
一
将
▽
同

事
業
部
Ｐ
Ｐ
Ｐ
統
括
本
部
長

︵
パ
イ
プ
シ
ス
テ
ム
事
業
部

パ
イ
プ
ソ
リ


シ

ン
統

括
部
Ｐ
Ｐ
Ｐ
設
計
工
事
部

長
︶
井
上
繁
則
▽
同
本
部
Ｐ

Ｐ
Ｐ
工
事
部
長
︵
同
部
西
部

Ｄ
Ｂ
工
事
グ
ル

プ
長
︶
小

林
真
▽
同
本
部
Ｐ
Ｐ
Ｐ
推
進

部
長
︵
パ
イ
プ
シ
ス
テ
ム
事

業
部
パ
イ
プ
ソ
リ


シ


ン
統
括
部
Ｐ
Ｐ
Ｐ
営
業
部

長
︶
辻
脇
浩
司
▽
同
部
西
部

営
業
・
技
術
グ
ル

プ
長
Ｐ

Ｐ
Ｐ
管
理
グ
ル

プ
長

ク

リ
モ
ト
パ
イ
プ
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
出
向
︵
同
部
西
部
営

業
グ
ル

プ
長

ク
リ
モ
ト

パ
イ
プ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

出
向
︶
船
越
一
宏
▽
パ
イ
プ

シ
ス
テ
ム
事
業
部
管
路
ソ
リ



シ

ン
部
長

東
部
配

管
技
術
グ
ル

プ
長

西
部

配
管
技
術
グ
ル

プ
長
︵
パ

イ
プ
シ
ス
テ
ム
事
業
部
パ
イ

プ
ソ
リ


シ

ン
統
括
部

長

パ
イ
プ
シ
ス
テ
ム
事
業

部
経
営
会
議
︿
経
営
役
﹀


Ｐ
Ｐ
Ｐ
設
計
工
事
部
東
部
Ｄ

Ｂ
工
事
グ
ル

プ
長
︶
高
木

啓
介
▽
同
部
長
付
︵
同
部
西

部
Ｄ
Ｂ
設
計
グ
ル

プ
長
︶

河
野
光
宏
▽
パ
イ
プ
シ
ス
テ

ム
事
業
部
開
発
統
括
本
部
長

付
︿
開
発
技
術
担
当
部
長
・

本
社
駐
在
﹀
︵
パ
イ
プ
シ
ス

テ
ム
事
業
部
東
部
営
業
部
長

付
︶斉
藤
昌
彦
▽
同
︿
同
・
東

京
駐
在
﹀
︵
同
事
業
部
品
質

保
証
部
長
品
質
管
理
課
長
︶

下
保
哲
二
▽
同
本
部
開
発
営

業
部
長
︵
同
事
業
部
農
水
営

業
部
︿
東
京
営
業
グ
ル

プ

長
﹀
︶
太
城
功
二
▽
パ
イ
プ

シ
ス
テ
ム
事
業
部
東
部
営
業

部
東
京
営
業
三
課
長
︵
同
事

業
部
東
部
営
業
部
東
京
営
業

三
課
︶
伊
藤
敬
志
▽
同
事
業

部
西
部
営
業
部
長
︵
同
事
業

部
西
部
営
業
部
九
州
営
業
課

長
︶
青
木
篤
之
▽
同
部
九
州

営
業
課
長
︵
同
事
業
部
業
務

部
企
画
グ
ル

プ
長

ク
リ

モ
ト
パ
イ
プ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
出
向
︿
取
締
役
﹀
︶
中

村
健
男
▽
パ
イ
プ
シ
ス
テ
ム

事
業
部
品
質
保
証
部
長

品

質
管
理
課
長
︵
同
事
業
部
加

賀
屋
製
造
部
加
賀
屋
整
品
課

長
︶
廣
澤
昌
宏
▽
同
事
業
部

生
産
管
理
部
長
︵
同
事
業
部

資
材
部
長
︶
平
岡
永
一
▽
ク

リ
モ
ト
パ
イ
プ
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
出
向
︿
取
締
役
﹀

︵
同
事
業
部
パ
イ
プ
ソ
リ



シ

ン
統
括
部
Ｐ
Ｐ
Ｐ
管

理
部
長

ク
リ
モ
ト
パ
イ
プ

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
出
向


Ｉ
Ｃ
Ｔ
委
員
会
︶
坂
根
俊
信

▽
同
︵
同
部
管
路
ソ
リ



シ

ン
部
長

Ｐ
Ｐ
Ｐ
設
計

工
事
部
東
部
Ｄ
Ｂ
設
計
グ
ル


プ
長
︶
沼
田
尚
文
▽
ク
リ

モ
ト
ロ
ジ
ス
テ

ク
ス
出
向

︿
取
締
役
﹀
︵
パ
イ
プ
シ
ス

テ
ム
事
業
部
業
務
部
長

生

産
管
理
部
長

ヤ
マ
ト
ガ
ワ

出
向
︿
取
締
役
﹀

成
長
戦

略
推
進
室

Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
会
議
︶
藤
井
洋

一

メ
タ
ウ


タ

事
業
戦

略
本
部
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ

水

道
技
術
開
発
部
膜
技
術
開
発

グ
ル

プ
の
齋
藤
俊
さ
ん

が

﹁
微
粉
化
活
性
炭
と
遊

離
塩
素
を
用
い
た
溶
解
性
２

価
マ
ン
ガ
ン
の
除
去
﹂
に
よ

り

北
海
道
大
学
︵
大
学
院

工
学
院
・
博
士
後
期
課
程
︶

か
ら
工
学
博
士
の
学
位
を
取

得
し
た


反
応
速
度
論

メ
カ
ニ
ズ

ム

微
粉
化
に
よ
る
高
効
率

化
な
ど
か
ら
活
性
炭
を
触
媒

と
し
て
用
い
た
溶
解
性
マ
ン

ガ
ン
の
除
去
に
つ
い
て
研

究
論
文
を
完
成
さ
せ
た
指

導
教
官
は
松
井
佳
彦
教
授


齋
藤
さ
ん
は

論
文
博
士

で
は
な
く

課
程
博
士
と
し

て
北
海
道
大
学
に
通
学

論

文
執
筆
の
ピ

ク
時
に
は


業
務
負
荷
の
調
整
を
行
う
な

ど
会
社
か
ら
の
バ

ク
ア


プ
も
あ

た
と
い
う

昨
年


月
に
卒
業
後

現
在
も
北

海
道
大
学
で
研
究
員
と
し
て

勤
務
を
続
け
て
い
る


齋
藤
さ
ん
は
﹁
仕
事
を
す

る
中
で

日
本
の
飲
料
水
供

給
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
を
考

え
続
け
た
い
と
い
う
思
い
が

固
ま
り

専

門
家
と
し
て

博
士
号
を
取

得
す
る
こ
と

を
決
め
た
﹂

﹁
マ
ン
ガ
ン

の
除
去
は
浄

水
処
理
で
問

題
に
な

て

い
る
テ


マ

研
究
そ

の
も
の
が
業

務
に
直
結
す

る
こ
と
に
加

え

論
文
作

成
を
通
じ


研
究
を
大
局
的
に
考
え
る
こ

と
の
重
要
性
を
強
く
認
識
で

き
た
﹂
と
思
い
を
表
し
た


同
社
事
業
戦
略
本
部
Ｒ
＆

Ｄ
セ
ン
タ

の
薗
田
健
一
セ

ン
タ

長
は﹁
当
社
で
は
社

を
挙
げ
て
学
位
取
得
を
促
進

し
て
い
る

研
究
開
発
商

品
化
と
い
う
流
れ
を
一
気
通

貫
し
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
成
長

し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
﹂と
エ

ル
を
送

た



